
III. 咀嚼障害評価法のガイドライン

―主として咀嚼能力検査法―

咀嚼能力について

咀嚼は顎口腔系機能の主要な部分を占めており，科学的咬合治療においては，咀嚼能力の客観的な評

価パラメータが必要となる．

咀嚼能力という言葉は，食物を粉砕する能力という意味から，捕食から食物を飲み込むまでの過程全

部を含めた能力の意味までいろいろな意味で使用されている．英文においても同様である．ちなみに

�( �M�P�T�T�B�Z�P�G�1�S�P�T�U�I�P�E�P�O�U�J�D�5�F�S�N�Tの第7版では �. �B�T�U�J�D�B�U�P�S�Z�&�G�G�J�D�J�F�O�D�Z：�U�I�F�F�G�G�P�S�U�S�F�R�V�J�S�F�E�B�D�I�J�F�W��

�J�O�H�B�T�U�B�O�E�B�S�E�E�F�H�S�F�F�P�G�D�P�N�N�J�O�V�U�J�P�Oと定義されている ．

1) これまでの研究における定義

これまでの研究者たちによる言葉の用法を類似用語として比較してみると下記のようになる．

［類似用語］

咀嚼能力（�B�C�J�M�J�U�Z �P�G�N�B�T�U�J�D�B�U�J�P�O)：顎口腔系が食物を切断・破砕・粉砕し，唾液との混和を行い

ながら食塊を形成して，嚥下動作を開始するまでの一連の能力（後略)．

咀 嚼 値（�N�B�T�U�J�D�B�U�P�S�Z�Q�F�S�G�P�S�N�B�O�D�F) ：10メッシュの篩を通過した量のパーセント．

咀嚼能率測定（�N�B�T�U�J�D�B�U�P�S�Z �Q�F�S�G�P�S�N�B�O�D�F)：規格化された試験条件で到達できる食物粉砕度の

測定．

咀嚼能率（�N�B�T�U�J�D�B�U�P�S�Z �F�G�G�J�D�J�F�O�D�Z) ：20/(摂取全試料の78�� が10メッシュの篩を通過するまで

に要する咀嚼回数)×100 ．物理的あるいは生化学的に基準とされる食物粉砕度を得るために必

要とされる能力 ．

咀嚼効率（�N�B�T�U�J�D�B�U�P�S�Z �F�G�G�J�D�J�F�O�D�Z)：同じ程度に粉砕するために必要とした健全歯列者の平 的な

咀嚼回数と，被験者が必要とした咀嚼回数との比（百分率)．

咀嚼方程式 ：�Z＝10 （�Z：篩上�� ，�U：咀嚼回数)．

咀嚼指数 ：上記の咀嚼方程式における �B．

咀嚼効率 ：�B/�B（�B：健常者の咀嚼指数)．

�. �B�T�U�J�D�B�U�P�S�Z�Q�F�S�G�P�S�N�B�O�D�F：粒子の大きさの分布 ．

咀嚼を評価するうえでは，まず消化における位置づけを 慮する必要がある．咀嚼能率が全体的な消

化能力に影響しない（歯があってもなくても消化に影響しない）という報告 もされている．一方では

歯の欠損が長期にわたると胃粘膜に及ぼす影響が大きくなるとの報告 もある．また咀嚼効率が食品の
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